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4月1日「地域戦略センター」を設置

３月22日、本学は大学が生み出し蓄積している
知的財産と人材を地域自治体や民間企業に還元す
るため、標記センター(センター長：西村訓弘学長
補佐)を設置することを発表しました。百五銀行グ
ループ、野村グループ、三重TLOとの連携により、
地域自治体に対して総合的な政策提言・提案、地
域並びに産業活性化のための企画、政策の効果予測/分析、協働プロジェクトの立案と遂行マネ
ジメントなどに加え、海外を含む他地域の社会・文化・経済等の調査、学術的分析、マーケット
リサーチなどを行うことにより、これまでの地域貢献の取り組みの強化を図ることとしています。

新産業創成研究拠点と研究展開支援拠点を開設

社会連携研究センターは社会連携に基づく教育と研究の活性化に取り組んでいます。この度、
産学連携による研究と人材育成の強化を目的として、旧ＶＢＬ棟を「新産業創成研究拠点」に、
共同利用機器を活用した学内外の研究支援の場として、旧機器分析施設を「研究展開支援拠点」
に、それぞれ改組しました。3月23日の開所式では、内田淳正学長の挨拶の後、記者会見と新研
究拠点の見学会が行われました。4月1日から運用開始となります。

天津師範大学と三重大学の合作弁学事業調印式

2月26日、天津市(中国)主催の33大学合同調印式が開催され、
内田淳正学長、上垣 渉教育学部長、秋元ひろと教育学部教授ほ
か関係者出席のもと、天津師範大学(中国)との日本語教育コース
協同教育に関する協定を締結しました。本協定の締結は、両大
学間で交わされた覚書に基づき2006年より実施してきた学士の
ダブル・ディグリー制度が昨年7月に中国政府から合作弁学事業
として正式認可されたことに伴うものです。これを機に、国際
的教育に携わる人材の育成が本格化することが期待されます。

環境報告書2010がダブル受賞2回目の快挙

東洋経済新報社、グリーンリポーティングフォーラム主催の「第
14回環境報告書賞・サステナビリティ報告書賞公共部門賞」および
環境省、（財）地球・人間環境フォーラム主催の「第14回環境コミ
ュニケーション大賞」を2008年に次いでダブル受賞しました。環境
コミュニケーション大賞は、2008年から3年連続受賞となりました。
本学の3R活動、環境教育支援プログラムやカーボンフリー大学構想
などの意欲的な取り組みが高く評価されました。

2/24 受賞会場（東京會舘）にて

天津市迎賓館にて

3/22 記者会見の様子



地域医療体制の確保、新県立博
物館の整備、地域産学官連携の取
り組み等について意見交換が行わ
れました。

平成23年度三重大学個別学力検査前期日程試験、（3/8 合格発表）〈入試チーム〉

平成23年度三重大学個別学力検査後期日程試験、（3/23 合格発表）〈入試チーム〉

レストラン「ぱせお」で梅ジャム試食会〈生協〉

DD-IFP（総合的食料生産・管理計画学プログラム）修了式を開催〈生物資源学研究科〉

課外活動共用施設リニューアルオープン〈学生サービスチーム〉
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3/12

3/22

3/25

3/28

ご報告

1日

平成22年度
県と三重大との定期懇談会

3月

各事業実施代表者から海外の大
学との共同研究や交流会等の報告
がありました。

3日・10日

平成22年度三重大学国際交流
事業経費助成事業実施報告会

5日

県庁3階プレゼンテーションルームにて 熱心に聞き入る参加者

晴天に恵まれたこの日は、826
名が参加しました。

近鉄津駅長お勧めハイキング
～三重大学キャンパスと寒紅梅酒造～

三翠会館を見学する参加者

高齢化社会と
過疎地域を元気
に生きるための
ドイツと日本に
おける新たな試
みについて、講
演会とシンポジ
ウムが行われま
した。

8日

人文学部国際シンポジウム

本年度は、学部やグループ、個
人から様々な特色ある取り組みの
成果報告が行われました。

11日

平成22年度全学FD
「三重大学教育GP成果報告会」

14日

ドイツ大使館参事官
クラウス・アイルリヒ氏

正門前で募金活動を行い、翌日
15日に日本赤十字三重県支部の種
田事務局次長（写真左）に集まっ
た義援金を手渡しました。

環境ISO学生委員会が東日本
大震災への募金活動を実施

15日

ワーク・ライ
フ・バランスと
女性活躍推進に
ついて講演会と
報告会、トーク
セッションが行
われ、参加者は
男女共同参画へ
の理解を深める
ことができまし
た。

17日・19日

男女共同参画報告会＆講演会

25日

東京大学社会科学研究所
佐藤博樹教授

附属病院の医療救護班2チーム
が東日本大震災の被害が大きい陸
前高田（岩手県）に出動しました。

医療救護班が陸前高田に出動

学長から「世界の平和を願い、
地球を大事にし、人を思いやる心
を持ち続けてください。」との式
辞が述べられました。

平成22年度学位記授与式を挙行

日本赤十字三重県支部にて

学部生や大学院生1,833名が学位を授与


